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月
５
日
（
日
）
小
城
町
、　

月　

日
（
日
）
牛
津
町
と
芦
刈
町

１０

１０

１２

で
、
そ
れ
ぞ
れ
第
４
回
町
民
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

牛
津
町
と
芦
刈
町
は
晴
天
の
下
で
の
開
催
で
し
た
が
、
小
城
町
は

朝
か
ら
雨
模
様
で
午
前
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ど
の
会
場
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
爽
や
か
な
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

牛津町　大会結果
◆総合成績◆
　優勝　７区　（２９８点）
　２位　１０区　（２９３点）
　３位　５区Ａ（２７０点）
◇躍進賞◇
　　４区・７区
◆１２区対抗リレー◆
　女性の部

　男性の部

◇消防団各部対抗リレー◇
　　優勝　第１分団第３部

２組１組

７区６区優勝

１区５区Ｂ２位

２組１組

６区５区Ｂ優勝

１０区３区Ａ２位

芦刈町 大会結果
◆総合成績◆
　　優勝　　浜高字団
　　２位　　芦溝字団
　　３位　　住ノ江字団
◇字団リレー◇
　　男子優勝　浜高字団
　　　　２位　西戸崎字団
　　　　３位　芦溝字団
　　女子優勝　六丁字団
　　　　２位　永田字団
　　　　３位　浜高字団
◇躍進賞◇
　　永田字団
　　東西道免字団

小城町については
途中で中止のため
大会結果はありません

第４回町民運動会

小城・牛津・芦刈で開催
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小城

牛津

芦刈芦刈

⬆選手宣誓
　『雨ニモマケズ
　　　元気ハツラツ！』

⬅ボール背負い競走
　『ナイスキャッチ !!』

⬆パン食い競争
　『市長も飛び入り参加 !!』

　『晴天の空に玉が舞う !』玉入れ合戦➡

⬆消防団対抗リレー
　『コーナー大丈夫？？？』

⬅２条田植えリレー
　『牛乳ビンを
　　　　　倒さないように…』

⬆マスゲーム
　『みんなで牛津音頭を踊りました』

⬆大玉転がしリレー
　『コントロールが難しい･･･』

風をきって 40ｍ➡
『ピチピチ　チャプチャプ』　

⬅ボ
　『ナ !』

　　倒さないように　　 』

⬆マスゲーム

⬆パン食い競争
『市長も飛び入り参加 』

『晴天の空に玉が舞う !』玉入れ合合戦➡

大玉転がしリレー⬆大
コントロールが難しい･･･』『
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こ
ん
に
ち
は　
　
　
　
　

で
す

　長寿医療制度の保険料を、年金からの天引き（特別徴収）でお支払いいただい
ている方のうち、以下のいずれかの条件を満たす方は、国保年金課の窓口へお申画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
し出いただくことにより、保険料を口座振替でお支払いいただくことができます。

長寿医療制度
保　険　料

①国民健康保険の保険税（料）を確実に納付していた方（本人）
②世帯主または配偶者がいる方（年金収入が１８０万円未満の方）

【手続きできるところ】
　国保年金課　後期高齢者医療係（小城庁舎）

【提出期限】　１２月５日（金）
【手続きに必要なもの】①預金通帳　②通帳印

２月の年金天引きから中止します。提出期限後の申し出
の場合は４月以降の年金天引きから中止となりますので
ご了承ください。

長寿医療制度に関するお問合わせは･･･国保年金課　後期高齢者医療係（小城庁舎）　☎７３－８８０２

　国民健康保険税を年金天引き（特別徴収）で納めていただいている方のうち、
以下の要件をすべて満たす方は、事前に金融機関の窓口で口座振替の手続きを画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
行っていただき、「ご本人控え」を税務課にお持ちいただいて手続きをすれば、
保険税を口座振替でお支払いいただくことができます。

国民健康
保 険 税

①これまで、保険税を滞納することなく納めていただいている方
②これからの保険税を口座振替で納めていただける方　　　　　

【手続きできるところ】税務課　課税係（小城庁舎）

【提出期限】　１２月５日（金）
【手続きに必要なもの】①金融機関で行った口座振替手続
　　　　　　　　　　　きの「ご本人控え」②印鑑（認め印）

２月の年金天引きから中止します。提出期限後
の申し出の場合は４月以降の年金天引きから中
止となりますのでご了承ください。

国民健康保険税に関するお問合わせは･･･税務課　課税係（小城庁舎）　☎７３－８８０１

長寿医療制度保険料・国民健康保険長寿医療制度保険料・国民健康保険税税
支払い方法の変更ができま支払い方法の変更ができますす

年金天引き から 口座振替に変更できます。

①
国民健康保険に
加入されていた方

世帯主で平成１８年度、平成
１９年度の保険税（料）完納者

②
本人の年金収
入が１８０万円未
満の方　　

世帯主または
配偶者がいる方

世帯主または配偶
者に保険税（料）の
滞納がない方　　

本人の口座から
振替できます　

世帯主または配
偶者の口座から
振替できます　

世帯主又は配偶者名義の口座から振替することにより、世帯としての所得税・住民税の負担が軽減さ
れる場合があります。
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インターネット公売のお知らインターネット公売のお知らせせ
　インターネット公売とは、市が市税等の滞納者から差し押さえた不動産・動産などの財産を、ヤフー株式会
社が提供する『Yahoo ! オークション・官公庁オークション』に出品し、入札またはせり売りによって売却を
行い、滞納市税等へ充当するものです。

　◇公売参加申込期間　１１月１３日（木）午後１時～１１月２７日（木）午後５時 

　◇公売（入札）期間　１２月３日（水）午後１時～１２月５日（金）午後３時

■参加条件
　２０歳以上の方であれば、原則としてどなたでも参
加できます。また、小城市インターネット公売ガイ
ドラインなどを厳守できる方に限ります。

■保証金の納付
　官公庁オークションでは、原則として参加申し込
み時に保証金の納付が必要となります。ただし、物
件によっては、保証金の納付を必要としない場合も
あります。

■必要な手続き
　官公庁オークションに参加をする場合は、Yahoo! 
JAPAN IDの取得とメールアドレス登録が必要で
す。（登録は無料）

■ご注意
　滞納者より差押徴収金が納付された場合などに
は、その物件の公売が中止されます。その際は、小
城市ホームページなどでお知らせしますのでご了承
ください。

＊＊＊＊＊【公売予定物件】＊＊＊＊＊
家具・レコードなどを数点予定しています。

　▲衝立

　　　　　　　　　　　　　▲飾り棚

■公売物件の詳細について
公売財産に関する情報は、『小城市ホームページ』ま
たは、『Yahoo !オークション・官公庁オークション』
内の小城市公売財産画面より確認ください。

―下見会のご案内―
　公売物件をご覧いただくため、次のとおり下見会を開催いたします。来庁の際は収納対策課にお声かけ
ください。
　いかなる理由があっても、落札された公売物件の返品、交換はできませんので、気になる方は下見会でご
確認ください。

◇日時　１１月２０日（木）　午前９時～午後４時
◇場所　小城市役所　小城庁舎南別館　２階　

【問合せ】収納対策課（小城庁舎）　担当：岡本　☎７３－８８１０
【物件の掲載】※１１月１３日（木）　午後１時から掲載予定
小城市ホームページ　http://www.city.ogi.lg.jp/
Yahoo!オークション・官公庁オークション　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/
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準都市計画区域

都市計画区域

県道松尾佐賀停車場線以南の

全域を準都市計画区域とする

県道松尾佐賀停車場線以南の

全域を準都市計画区域とする

三日月庁舎三日月庁舎

小城市三日月町、芦刈町における準都市計画
区域指定についての説明会開催のお知らせ
小城市三日月町、芦刈町における準都市計画
区域指定についての説明会開催のお知らせ

　人口減少社会を迎え、多くの人々が暮らしやすい秩序あるまちづくりを進めるため、佐賀県及び小城市では
三日月町、芦刈町の下記の区域を準都市計画区域に指定する準備を進めています。そこで住民の皆さんに区域
指定の内容、指定による効果、規制内容などについてご理解いただくために説明会を開催します。

【芦刈地域】
開催日時：11月20日（木） 19:00～
開催場所：小城市芦刈農村環境改善センター　大会議室

【三日月地域】
開催日時：11月21日（金） 19:00～
開催場所：小城市役所　三日月庁舎　３階　大会議室

準都市計画区域の指定区域（三日月地区）
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準都市計画区域

都市計画区域

全域を準都市計画区域とする全域を準都市計画区域とする

準都市計画区域の指定によって
これらの規制を受けます。
①木造住宅等の小規模な建築物も建築確認申
請が必要となります。
②建築の制限（建ぺい率・容積率の制限、接
道義務など）がかかります。
③3,000㎡以上の開発行為は許可が必要にな
ります。
④大規模集客施設 （床面積10,000㎡超）の立
地が原則制限されます。

準都市計画区域の指定によって
このような効果があります。
①事前の申請手続きにより、構造上、防火上、
衛生上適切な建築を誘導します。
②建物の建て混みを防止し、安全な街並みを
誘導します。
③不良なミニ開発の発生が防止できます。
④地域の判断で、大規模集客施設の適正立地
やきめ細やかな建物用途の誘導が可能にな
ります。

【問合せ】

佐賀県まちづくり推進課（準都市計画区域の指定・開発許可関係）　☎25-7159

佐賀県建築住宅課（建築基準法（建ぺい率、容積率等）関係）　　　☎25-7165

小城市まちづくり推進課（芦刈庁舎）　 　 　 　 　 　 　 　 　 ☎63-8826

芦刈庁舎芦刈庁舎

準都市計画区域の指定区域（芦刈地区）
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ワーク・ライフ・バランスを考えてみませんか！！
　１１月は小城市のスローライフ月間です。「仕事と生活の調和」を考え
るいい機会です｡
　国でも、１１月２３日の勤労感謝の日を中心に様々な活動が実施されま
す。「ワーク･ライフ･バランス｣という言葉が多く聞かれる期間にな
ると思います。　　

デートＤＶをご存知

ですか｡

男女共同参画コーナー男女共同参画コーナー男女共同参画コーナー男女共同参画コーナー
暴力は犯罪です。

女性に対する暴力をなくす運動女性に対する暴力をなくす運動

11月12日(水)～11月25日(火)11月12日(水)～11月25日(火)

女性に対する暴力をなくす運動

11月12日(水)～11月25日(火)

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の

た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

私が、私であるために。 
一人で悩まないで、相談してください。
■小城市役所　こども課子育て支援係（小城庁舎）
　☎７３－８８２１
■配偶者からの暴力被害者支援情報サイト（内閣府）
　≪配偶者からの暴力被害者支援≫で検索してくだ
　さい。
　http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.html
■全国共通ＤＶホットライン
　 ０１２０－９５６－０８０
■法務局　女性の人権ホットライン
　☎２８－７２２０
■警察相談室（安全対策の相談窓口）
　☎２６－９１１０
■アバンセ佐賀県立女性センター
　☎２６－００１８

☆ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は、配偶
者からだけでなく、親しい間柄の暴力や支配も言い
ます。

　若いカップルの間でおこるＤＶをデートＤＶとい
い、ＤＶと気付かず、苦しんでいる人がいることが
問題になっています。ある調査では高校生女子
１０％、大学生女子１４％がＤＶを受けたと回答してい
ます｡
　避妊をしてくれず、望まない妊娠になったことも
ＤＶになります。
　佐賀県では、平成１８年度の１０代女性の望まない妊
娠による中絶率が全国ワースト１位になりました。
　身近なところでも、デートＤＶがあっているかも
しれません。
　※佐賀県ＤＶ総合対策センターでは中学生･高校
生向けに県内各学校を回り予防教育事業を実施され
ています｡
　小城市でも、様々な団体に対して講師を派遣する
出前講座を実施しています｡「デートＤＶ｣｢ＤＶ
（ドメステック･バイオレンス）等」の講座を希望
される団体は、企画課まで申し込みください｡

【問合せ】企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）担当　森永（喜）・坂田　☎６３－８８０３　胃６３－８８０８　
　　　　　こども課　子育て支援係（小城庁舎）担当　栁川・右寺　　　☎７３－８８２１　胃７３－８８１２

　暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。特に、配
偶者等からの暴力、性犯罪、売買春・人身取引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為等女性に対す
る暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な
課題です。内閣府では、地方公共団体、女性団体その他の関係団体との連携、協力の下、社会の意識啓発等、
女性に対する暴力の問題に関する取組を一層強化することを目的として「女性に対する暴力をなくす運動」を
毎年１１月１２日から１１月２５日までの２週間実施しています。
（１１月２５日は｢女性に対する暴力撤廃国際日」）

生活と仕事のバランス｡男性も
女性も考えることです。

【問合せ】企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）担当　森永（喜）・坂田　☎６３－８８０３　胃６３－８８０８
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国民年金 ～その②～Q＆A
前回に続き、国民年金に関する３つのギモンにお答えします。今回はその第２回目です。

25年間保険料を納めたので年金を受け取る資格ができました。
もう納めなくてもよいのでしょうか？

世代間の助け合いによ
り、公的に年金を支給
するのが「国民年金」
です。

　たとえ年金を受け取る資格がある人でも、60歳になる前月まで保険料を
納める義務があります。また、満額の老齢基礎年金を受け取るためには、
加入可能年数すべて保険料を納めなければなりません。
　未納期間中（払っていない時期）に障害が残るようなケガや病気になっ
た場合、年金を受け取れない場合もあります。
　年金制度は個人の利害だけでなく、お互いの助け合いの精神で成り立っ
ています。60歳になるまでは、あなたをはじめ国民すべてが公平に保険料
を負担して、お年寄りを支えていくことが必要です。

　加入可能年数が40年の人で、25年しか納めなかった場合
　792,100円（満額 /年） × 25年／40年 ＝ 495,100円

Q

A

年金は年をとった
ときばかりじゃな
いんだね。

【問合せ】国保年金課　国保年金係（小城庁舎）担当　円城寺　☎73‒8802

※入札結果については、市ホームページでも公表しています。　入札結果のとりまとめは小城市芦刈庁舎建設課管理係で行っておりますが、
　入札結果の詳細については、各入札執行課へ直接お問合せ下さい。　

建設課 管理係（芦刈庁舎）　担当　右近　緯６３－８８２５

（単位：円、％）（９月入札分で予定価格が１，０００万円を超えるもの）

入札執行課落札率予定価格
（うち消費税相当額）

落札決定額
（うち消費税相当額）落札業者指名業者等工事名等

下水道課
６３－８８２７

９４．２８２０，０２３，５００
（９５３，５００）

１８，８７９，０００
（８９９，０００）㈱大義建設㈱大義建設・西岡建設㈱

㈱中島工務店・㈱久保建設

農業集落排水資源循環統
合補助事業堀江地区
堀江浄化センター基礎工
事

９４．５０４７，３０２，５００
（２，２５２，５００）

４４，６９８，５００
（２，１２８，５００）㈱政工務店

㈱武富組・㈱政工務店・㈱下村建設
㈱大義建設・㈱エグチ・ビルド・岡本建設㈱
西岡建設㈱・㈱中島工務店・㈱久保建設

農業集落排水資源循環統
合補助事業堀江地区
堀江第１号管渠布設工事

生涯学習課
７３－８８０８９４．７７１７，１７２，９６０

（８１７，７６０）
１６，２７５，０００
（７７５，０００）服巻建設㈱

㈱下村建設・㈱古賀木材センター
服巻建設㈱・岡本建設㈱

㈱丸福建設小城支店・㈱中島工務店
小城体育センター屋根
改修工事

下水道課
６３－８８２７

９３．０３６６，５９１，０００
（３，１７１，０００）

６１，９５０，０００
（２，９５０，０００）㈱大義建設

㈱武富組・㈱政工務店・㈱下村建設
㈱大義建設・㈱エグチ・ビルド・岡本建設㈱
西岡建設㈱・㈱中島工務店・㈱久保建設

芦刈特定環境保全公共下
水道事業
芦刈汚水幹線第１号管渠
布設工事

９２．６４７１，２９５，０００
（３，３９５，０００）

６６，０４５，０００
（３，１４５，０００）㈱中島工務店

芦刈特定環境保全公共下
水道事業
芦刈汚水幹線第２号管渠
布設工事

９３．１２６８，３３４，０００
（３，２５４，０００）

６３，６３０，０００
（３，０３０，０００）㈱下村建設

芦刈特定環境保全公共下
水道事業
芦刈汚水幹線第３号管渠
布設工事

建設課
６３－８８２５

８９．６１１６，１７０，０００
（７７０，０００）

１４，４９０，０００
（６９０，０００）

西日本総合コン
サルタント㈱

㈱コスモエンジニアリング佐賀支店
㈱トップコンサルタント

㈱エスジー技術コンサルタント
朝日テクノ㈱・西日本総合コンサルタント㈱

エスティーコンサルタント㈱
㈱九州構造設計・九州水工設計㈱

道整備交付金事業（市道）
長神田・立物線橋梁詳細
設計業務委託

９８．２６２３，５０９，５００
（１，１１９，５００）

２３，１００，０００
（１，１００，０００）

㈱ＳＮＣ西九州
営業所

㈱ＳＮＣ西九州営業所
ピーシー橋梁㈱佐賀営業所
三井住友建設㈱佐賀営業所
㈱富士ピーエス佐賀営業所
コーアツ工業㈱佐賀営業所

道整備交付金事業（市道）
山崎陸橋橋梁補修工事
（山崎・納所線）

入 札 結 果 の 公 表
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１１月
▼小城市の素晴らしい自然や歴史、伝統、文化、食を大切にし▼その良さを身近に感じ▼それらを活かすことに
よって▼小城市で暮らす価値に気づき▼「緩急自在」で個々にあった暮らしを行うことを提唱し▼総合計画の
基本目標である「『和』で織りなす美しいまち」を目指します。
怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

■水つむぎウォーク
「天山（やま）から有明海（うみ）へ水つむぎ」を感じるウォークを開催します。
これから少しずつ、水をたどって歩いてみたいと思います。ご一緒にいかがですか？
　▼と　き　　１１月１６日（日）　午前９時３０分～１２時
　▼集合場所　岩松支館に集合してバスで清水の滝へ登ります。
　▼コース　　清水から須賀神社まで、約３kmの道を名水百選の清水川をたどってゆっくりと歩きます。最後は
　　　　　　　「おぎにり」をいただき、心に残った景色を小さな絵に表してもらいます。
　▼申込み　　事前申込　先着３０人　▼各自飲み物をお持ちください。

【問合せ】　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　坂田・森永　☎６３－８８０３　胃６３－８８０８

　小城スローライフ月間が始まりました。
　小城流のスローライフをみんなで感じて、発信していきましょう。
.　月間中のいろいろなイベントについては、先月配布のスローライフ月間のチラシをご覧ください。

　スローライフ小城の会主催の月間イベントご案内

既に、１０月２回は終了していますが、１１月からの途中参加もOKです！
■佐賀大学公開講座「スローライフが地域を動かす」
　１１月７日（金）旅編　「グリーンツーリズムと農家民宿」　　　　　農家民宿「具座」　　藤瀬　吉徳
　　　１４日（金）食編　「身近な食資源の活用とスローフード」　　菖蒲ご膳の会・代表　　西　　要子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀植物友の会　　貞松　光男
　　　２１日（金）住編　「エコビレッジとスローな家づくり」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人循環型たてもの研究塾・理事長　　山田　信行
　　▼時　間　午後６時３０分～８時３０分　
　　▼場　所　ドゥイング三日月　２階　視聴覚室
　　▼資料代　お一人１，０００円（１回のみの参加の場合も５回分の資料をお渡しします。）

■スローライフフォーラム『まちづくりと水』
◆トーク「小城－見た、撮った、そして語る」

ドキュメンタリー写真作家　大石芳野
□パネリスト
　大石　芳野
　尾田　栄章（国連・水と衛生に関する諮問委員会委員）
　古川　　康（佐賀県知事）
　村岡　安廣（スローライフ小城の会会長）
　江里口秀次（市長）
□コーディネーター　
　川島正英（ＮＰＯスローライフ・ジャパン理事長）
☆☆会場は見応えあり！のやまからうみを感じる

農の生け花でしつらえます。☆☆
　▼と　き　１１月２４日（月・休）午後２時～５時
　▼ところ　ドゥイング三日月
★ご来場者にプレゼント！！
　☆「おぎにり」正統派おぎにりとスイーツおぎにりをセットで
　☆スローライフＺカードシリーズを２冊セットで

　大石芳野さんは、「ベトナム　凛（りん）と」で土
門拳賞を受賞されるなど数々の賞を受賞されているド
キュメンタリー写真作家として第一人者です。
　大石さんは、フォーラムに先がけ、９月末の３日間、
小城市内各地の撮影に入られました。
　フォーラム当日は、大石さん「撮り下ろしの小城
市」を画像で見ながら、語っていただきます。
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■当日の朝９時までに各地区の資源物ステーションへ出してください。

第１水曜日　古紙類（新聞紙、段ボール、雑誌、紙パックなど）
第２水曜日　容器包装プラスチック
第３水曜日　発泡スチロール、アルミ缶、スチール缶（飲料用）
第４水曜日　ペットボトル

　市では市民の皆さんのご協力を得て、毎週水曜日に資源物の分
別収集を行っていますが、平成１９年度の資源物収集、集団回収及
び塵芥処理場への持込み等で集まった資源物の量は下表のとおり
でした。
　ペットボトルは佐賀市（久保田町）の分と合わせて天山地区共
同塵芥処理場から日本容器包装リサイクル協会を通してリサイク
ル業者へ売却されています。その代金１，８５７千円は塵芥処理場の
運営経費に充てられ、市の負担軽減に役立っています。

計雑誌類段ボール新聞紙ペット
ボトル

発泡
スチロール

容器包装
プラスチック

種別 
 年度

１，３０３，８５７３３５，３７４１９４，１７０６８５，５７３４２，７９０１２，０９０３３，８６０１８年度

１，３４９，９９８３４３，３６６１８２，０２８７１３，９５６４８，６３８１２，４３０４９，５８０１９年度

４６，１４１７，９９２△１２，１４２２８，３８３５，８４８３４０１５，７２０増　減

　平成２０年度は第３水曜日に空き缶類の収集を追加しています。詳細は全世帯配布の「小城
市ごみカレンダー」をご覧いただき、今後もごみ減量及び資源物のリサイクル推進にご協力
をお願いいたします。

【問合せ】生活環境課　廃棄物対策係（小城庁舎）　担当　大島・田中　☎７３－８８０３

小城市の資源物収集一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《単位：㎏》

分別収集で資源のリサイクルを推進しましょう！

《混ぜればごみ、
　　　分ければ資源！》
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○
学
校
に
持
っ
て
行
く
も
の
の
準
備
を
前

日
か
、
朝
に
し
て
い
る
児
童
は　

％
で
、

６５

こ
れ
も
国
・
県
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
す
。

○
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
は
国
・
県
よ

り
長
く
、
食
事
中
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
割
合
も
、
国
・
県
と
比
べ
て
５
％
ほ

ど
高
い
状
況
で
す
。

○
地
域
社
会
へ
の
関
心
の
割
合
は　

％
で
、

４２

国
・
県
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
は　

％
で
、
国
・

７６

県
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
自
分
に
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
児

童
は　

％
で
、
国
・
県
よ
り
低
く
な
っ

６９

て
い
ま
す
。

○
家
庭
で
の
学
習
時
間
（
平
日
）
に
つ
い

て
、
「
１
時
間
以
上
す
る
」
と
答
え
た

児
童
は　

％
で
、
国
（　

％
）
・
県

４４

５６

（　

％
）
よ
り
か
な
り
低
く
な
っ
て
い

５２
ま
す
。

○
家
で
宿
題
を
す
る
児
童
は
国
・
県
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
予
習
・
復
習

を
す
る
児
童
の
割
合
は
国
・
県
よ
り
低

く
、
特
に
復
習
は　

％
で
、
国
（　

３２

４３

％
）
・
県
（　

％
）
よ
り
か
な
り
低
く

４０

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
小
学
校

６
年
生
・
中
学
校
３
年
生
の
「
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
前
号
で
【
学
力
の
面
】
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
同
時
に
実
施
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て

く
る
小
城
市
の
子
ど
も
の
【
生
活
・
学
習

の
状
況
】
【
生
活
と
学
力
の
関
連
】
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

 
生
活
の
面

●
小
城
市
の
子
ど
も
は
、
規
則
正
し

い
生
活
を
し
、
望
ま
し
い
心
の
あ

り
よ
う
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
長
く
、

家
庭
学
習
や
読
書
習
慣
に
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
か
ら
、
小
城

市
の
小
・
中
学
生
に
共
通
し
た
特
徴
を
紹

介
し
ま
す
。

◎
小
・
中
学
生
と
も
に
、
朝
食
を
毎
日
と

る
、
身
の
回
り
の
準
備
を
す
る
、
家
の

手
伝
い
を
す
る
な
ど
基
本
的
な
生
活
習

慣
は
、
国
・
県
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
す
。

◎
成
功
感
や
挑
戦
す
る
心
は
、
国
・
県
と

ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
人
の
役
に
立
つ
人

間
に
な
り
た
い
、
い
じ
め
は
絶
対
に
い

け
な
い
と
答
え
る
児
童
・
生
徒
は
国
・

県
よ
り
も
高
い
結
果
で
す
。

◎
携
帯
電
話
を
所
有
し
て
い
な
い
児
童
・

生
徒
は
、
県
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
国
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

◎
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
は
国
・
県
よ

り
長
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◎
家
庭
学
習
の
時
間
は
国
・
県
よ
り
短
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
ま
っ
た
く

学
習
し
な
い
小
学
生
は
８
％
（
休
日　
１５

％
）
、
中
学
生
で　

％
（
休
日　

％
）

１０

２０

も
い
ま
す
。

◎
ま
っ
た
く
読
書
を
し
な
い
子
ど
も
が

国
・
県
よ
り
多
く
、
読
書
が
好
き
な
児

童
・
生
徒
は
国
・
県
よ
り
少
な
い
結
果

で
す
。

　

小
学
校
・
中
学
校
ご
と
の
主
な
特
徴
を

紹
介
し
ま
す
。

　
「
小
学
校
」

○
朝
食
を
毎
日
摂
っ
て
い
る
児
童
は
、　
９５

％
以
上
い
ま
す
。
家
族
と
一
緒
に
食
事

し
て
い
る
割
合
は
、
朝
食
で
約　

％
、

６０

夕
食
は　

％
で
、
国
・
県
と
ほ
ぼ
同
じ

９０

割
合
で
す
。

○
就
寝
・
起
床
の
時
刻
、
睡
眠
時
間
は
、

国
・
県
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
紹
介
（
そ
の
２
）
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い
た
い
で
き
て
い
る
と
す
る
生
徒
の
割

合
は　

％
で
、
国
よ
り
高
い
状
況
で
す
。

８８

○
「
学
校
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
生
徒
は　

％
で
、
国
・
県
を
上

４３

回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
い
じ
め
は

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
」

と
い
う
生
徒
は
約　

％
で
、
県
と
同
程

７０

度
、
国
よ
り　

％
ほ
ど
上
回
っ
て
い
ま

１０

す
。

○
家
庭
で
の
学
習
時
間
（
平
日
）
は
、

「
２
時
間
以
上
す
る
」
と
答
え
た
生
徒

は　

％
で
、
国
（　

％
）・
県
（　

％
）

３０

３５

３２

よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
休
日
に
３

時
間
以
上
学
習
す
る
生
徒
は
５
％
で
、

国
（　

％
）
の
１
／
３
、
県
（　

％
）

１５

１１

の
１
／
２
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
宿
題
を
す
る
生
徒
は　

％
で
、
県
よ
り

８３

５
％
ほ
ど
低
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

国
・
県
に
対
し
て
予
習
の
割
合
が
高
く
、

復
習
の
割
合
が
低
い
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。　

○
ま
っ
た
く
読
書
を
し
な
い
生
徒
は　

％
４６

で
、
国
（　

％
）
・
県
（　

％
）
よ
り

３８

３５

か
な
り
多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
「
読

書
が
好
き
」
と
答
え
る
生
徒
は　

％
で
、

６３

国
（　

％
）
・
県
（　

％
）
を
大
き
く

６９

７１

下
回
っ
て
い
ま
す
。

○
「
学
校
で
好
き
な
授
業
が
あ
る
」
と
答

え
て
い
る
生
徒
は　

％
で
、
国
・
県
の

８１

割
合
を
や
や
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　 
生
活
と
学
力
の
関
連

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
と
国
語
や
算

数
・
数
学
の
平
均
正
答
率
と
を
関
連
づ
け

て
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
生
活
を
お

く
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
正
答
率
が
高

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

●
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
。

●
毎
日
、
ほ
ぼ
同
じ
時
刻
に
寝
た
り
、

起
き
た
り
し
て
い
る
。

○
平
日
に
「
１
時
間
以
上
の
読
書
を
す

る
」
と
答
え
て
い
る
児
童
は　

％
で
、

１８

国
・
県
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
す
。

○
「
学
校
で
好
き
な
授
業
が
あ
る
」
と
答

え
て
い
る
児
童
は　

％
を
超
え
て
い
る

９１

も
の
の
、
国
・
県
よ
り
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

「
中
学
校
」

○
朝
食
を
毎
日
摂
っ
て
い
る
生
徒
は　

％
９３

を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
日
家

族
と
一
緒
に
朝
食
を
摂
っ
て
い
る
生
徒

は
１
／
５
程
度
し
か
い
な
い
状
況
で
す
。

○
睡
眠
時
間
は
国
・
県
よ
り
長
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、　

時
過
ぎ
ま
で
起

１１

き
て
い
る
生
徒
の
割
合
は
全
国
よ
り
７

％
少
な
い
結
果
で
す
。

○
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
視
聴
時
間
は
、
国
・

県
よ
り
長
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
約
２

／
３
の
生
徒
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
お

ら
ず
、
毎
日
携
帯
電
話
を
利
用
す
る
生

徒
の
割
合
は
、
全
国
の
半
分
程
度
で
す
。

○
地
域
社
会
へ
の
関
心
や
地
域
行
事
へ
の

参
加
は
、
国
・
県
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
で

す
が
、
近
所
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
が
だ

●
学
校
に
持
っ
て
い
く
も
の
を
、
前

日
か
、
そ
の
日
の
朝
に
確
か
め
る
。

●
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
は
、

１
日
に
２
時
間
未
満
で
あ
る
。

●
家
で
学
校
の
宿
題
を
す
る
。

●
学
校
の
き
ま
り
や
友
達
と
の
約
束

を
守
る
。

●
テ
ス
ト
で
間
違
え
た
問
題
に
つ
い

て
、
後
で
勉
強
し
て
い
る
。

●
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
。

（
中
学
生
）

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
小
城
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
に
お
け
る
調
査
結
果
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
（
小
城
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
０
７

７３
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月
の
夜
間
納
税
相
談 

１１窓
口
の
お
知
ら
せ　
　

　

お
仕
事
な
ど
で
日
中
の
納
付
が

困
難
な
方
や
来
庁
で
き
な
い
方
の

た
め
、
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

何
ら
か
の
理
由
で
支
払
が
困
難
、

も
し
く
は
、
納
付
が
遅
れ
る
な
ど

の
ご
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

　

電
話
で
の
相
談
も
受
付
け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【　

月
開
設
日
】

１１

　
　

月　

日（
木
）、　

日（
木
）

１１

１３

２７

【
時
間
】

　
　

時　

分
～　

時

１７

３０

２０

【
開
設
場
所
】

　

税
務
課
窓
口

　

収
納
対
策
課
窓
口

（
小
城
庁
舎
１
Ｆ
正
面
玄
関
左
）

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

納
税
は
納
期
内
納
付
が
原
則
で

す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

督
促
状
の
発
送
な
ど
に
多
額
の
経

費
が
掛
か
り
ま
す
。

　

税
の
公
平
を
保
ち
経
費
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
も
、
市
税
は

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

【　

月
１
日
納
期
限
】

１２

　
　

国
民
健
康
保
険
税　

６
期

【
問
合
せ
】

　

税
務
課
（
小
城
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
０
１

７３

　

収
納
対
策
課
（
小
城
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
１
０

７３
バ
イ
ク
な
ど
の
登
録
・ 

廃
車
手
続
き
の
様
式
が 

変
更
に
な
り
ま
す　
　

　

全
国
統
一
様
式
へ
の
変
更
に
伴

い
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５　
cc

以
下
の
バ
イ
ク
）
・
小
型
特
殊
自

動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
の
登

録
の
際
に
は
次
の
書
類
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
個
人
間
で
譲
り
受
け
た
と
き
】

前
所
有
者
か
ら
の「
譲
渡
証
明
書
」

【
業
者
等
か
ら
購
入
し
た
と
き
】

業
者
等
か
ら
の
「
販
売
証
明
書
」

　

登
録
・
廃
車
の
申
請
書
は
税
務

課
又
は
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

　

廃
車
手
続
き
の
み
の
方
で
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方

は
い
ま
ま
で
通
り
各
庁
舎
の
総
合

窓
口
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。

【
登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
所
有
者
・
使
用
者
の
印
鑑

・
車
名
・
車
体
番
号
・
排
気
量
が

わ
か
る
書
類

・
譲
渡
証
明
書
ま
た
は
販
売
証
明

書
【
廃
車
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
所
有
者
・
使
用
者
の
印
鑑

・
廃
車
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

・
車
名
・
車
体
番
号
・
排
気
量
が

わ
か
る
書
類

【
問
合
せ
】

　

税
務
課　

課
税
係

（
小
城
庁
舎
）
担
当　

友
田

　

☎　

−

８
８
０
１

７３

　

月
は
「
児
童
虐
待
防 

１１止
推
進
月
間
」
で
す
。　

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
は
、
依
然
と
し
て
増
加
し
て

お
り
、
特
に
、
子
ど
も
の
生
命
が

奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件
も
後

を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。
児
童
虐

待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
早
期

の
発
見
が
重
要
で
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
や
、
児

童
虐
待
の
防
止
等
に
つ
い
て
、
も

う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
５
か
条

①
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言

い
訳

②
ひ
と
り
で
考
え
込
ま
な
い

③
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

④
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
う
る

⑤
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず

連
絡
（
通
告
）

【
児
童
虐
待
っ
て
？
】

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
子

ど
も
の
心
身
を
深
く
傷
つ
け
た
り
、

健
や
か
な
成
長
･
発
達
を
損
な
う

行
為
を
言
い
ま
す
。
子
ど
も
の
人

格
形
成
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え

る
と
と
も
に
、
時
に
は
生
命
を
脅

か
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
身
体
的
虐
待
】

　

殴
る
・
蹴
る
・
タ
バ
コ
の
火
を

押
し
付
け
る
、
冬
に
戸
外
へ
締
め

出
す
な
ど

【
性
的
虐
待
】

　

身
体
に
さ
わ
る
な
ど
、
子
ど
も

に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
、

さ
せ
る
な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）
】

　

食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
さ
せ

な
い
、
汚
れ
た
衣
服
を
着
つ
づ
け

さ
せ
る
な
ど

【
心
理
的
虐
待
】　
　
　
　

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
お
び
え
る

ほ
ど
大
声
で
怒
鳴
る
、
無
視
す
る

な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
も
し
や
虐
待
で
は
…
と
思
っ
た

ら
、
迷
わ
ず
連
絡
を
！

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
と
い
う
密

室
で
起
き
る
た
め
、
虐
待
を
見
つ

け
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
す
。

　

い
つ
も
叫
び
声
や
悲
鳴
が
聞
こ

え
る
、
顔
や
体
に
あ
ざ
が
あ
る
、

身
体
や
洋
服
が
い
つ
も
汚
れ
て
い

る
、
子
ど
も
を
残
し
て
よ
く
外
出

す
る
…
こ
う
し
た
兆
候
を
見
つ
け

た
り
、
気
づ
い
た
り
し
た
と
き
は
、

市
役
所
こ
ど
も
課
か
児
童
相
談
所

に
相
談
（
通
告
）
し
ま
し
ょ
う
。

　

虐
待
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
極
め
て

重
要
で
す
。

※
相
談
･
通
告
に
関
す
る
誤
報
に

は
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

ら
れ
ま
す
。

【
相
談
･
問
合
せ
】

　

こ
ど
も
課　

子
育
て
支
援
係

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

栁
川
、
家
庭
相
談
員　

　

☎　

−

８
８
２
１

７３

　

佐
賀
県
中
央
児
童
相
談
所

　

☎　

−

１
２
１
２　

２６

　

佐
賀
市
天
祐
一
丁
目
８−

５
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平
成　

年
度　
　
 

２１

小
城
市
立
幼
稚
園 

入
園
児
童
を
募
集

　

平
成　

年
４
月
入
園
希
望
の
児

２１

童
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入

園
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
入
園
願
書
受
付
期
間

　
　
　

月　

日
（
月
）

１１

１０
～　

月　

日
（
金
）

１１

２８

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
願
書
は
希
望
す
る
幼
稚
園
に
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
が
募
集
人
数
を
超
え
た

場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
入
園
者

を
決
定
し
ま
す
。

※
入
園
願
書
は
各
幼
稚
園
及
び
各

庁
舎
（
小
城
庁
舎
・
三
日
月
庁

舎
・
牛
津
庁
舎
・
芦
刈
庁
舎
）

の
総
合
窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
。

※
現
在
幼
稚
園
に
在
園
中
の
方
は
、

進
級
に
伴
う
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
入
園
料
、
保
育
料

　

入
園
料
は
２
、
０
０
０
円
、
保

育
料
は
月
額
５
、
７
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
他
に
給
食
費
等
、
別
途
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

　

保
育
幼
稚
園
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

橋
間　

　

☎　

−

８
８
２
１

７３
平
成　

年
度　
　
　
　
　
 

２１
保
育
園
入
園
の
ご
案
内

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
保
育
園

２１

入
園
希
望
児
童
の
受
付
を
行
い
ま

す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

保
育
所
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
受
付
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
４
月
以
降
に
育
児
休

２１

業
明
け
等
の
理
由
で
、
年
度
途
中

に
入
園
希
望
の
方
も
、
こ
の
期
間

内
に
入
所
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
申
込
書
配
布
場
所

　
　
　

総
合
窓
口
（
各
庁
舎
）　

　
　
　

こ
ど
も
課
（
小
城
庁
舎
）

入
所
申
込
書
受
付
期
間

　
　

月　

日
（
月
）
～

１１

１０

　
　
　
　
　
　
　

月　

日
（
金
）

１１

２８

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

日
（
木
）
・　

日
（
木
）
は

１３

２７

午
後
８
時
ま
で
受
付
け
ま
す
。

 

◆
保
育
園
と
は
？

　

保
育
園
は
、
仕
事
・
病
気
な
ど

の
理
由
で
、
家
庭
に
お
い
て
子
ど

も
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
、

そ
の
子
ど
も
を
保
育
す
る
児
童
福

祉
施
設
で
す
。

◆
入
園
で
き
る
基
準
は
？

　

原
則
と
し
て
、
市
内
に
居
住
し

て
い
る
世
帯
で
児
童
と
同
居
し
て

い
る
父
母
等
が
、
次
の
い
ず
れ
か

の
理
由
に
よ
り
、
そ
の
子
ど
も
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
入
園
で
き
ま
す
。

①
昼
間
に
自
宅
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
。

②
昼
間
に
自
宅
内
で
児
童
と
離
れ

て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
、
出
産
後
間
が

な
い
こ
と
。
（
原
則
と
し
て
前

後
８
週
間
）

④
病
気
や
ケ
ガ
、
ま
た
は
精
神
・

身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
る
。

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
気
な
ど
の

状
態
に
あ
る
同
居
の
親
族
を
常

時
介
護
し
て
い
る
。

⑥
火
災
や
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ

て
い
る
。

⑦
働
く
意
志
が
あ
り
、
昼
間
に
求

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑧
そ
の
他
市
長
が
入
所
を
必
要
と

認
め
る
場
合
。

◆
保
育
料
は
？

　

児
童
の
年
齢
と
扶
養
義
務
者

（
父
母
等
）
の
前
年
分
の
所
得
税

合
計
額
（
住
宅
取
得
控
除
前
）
等

で
算
定
を
行
い
ま
す
。

　

同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
入

所
児
童
が
い
る
場
合
は
、
保
育
料

の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課　

　

保
育
幼
稚
園
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

野
口
・
南
里　

　

☎　

−

８
８
２
１

７３

小城庁舎こども課新規入園希望者

通園している保育園
継続入園希望者
（小城市内保育園）

姶 逢娃娃娃娃

小城庁舎こども課
継続入園希望者
（小城市外保育園）

姶 逢娃娃娃娃

入所申込書　提出先

電話番号所在地定員園名
７２－４３０７小城市小城町畑田４４番地９０小城保育園

市　

立

７３－３２５０小城市小城町岩蔵１９４１番地４１５０岩松保育園
７３－３３３８小城市小城町栗原１２４０番地６０三里保育園
６６－１０２２小城市牛津町柿樋瀬９６０番地１１５０牛津保育園
６６－０５６２小城市牛津町上砥川１４１３番地１９０砥川保育園
７３－２７８２小城市三日月町久米１２００番地１５０たちばな保育園私　

立
７３－７２７２小城市三日月町長神田１１７０番地１９０さくら保育園
６６－４８３６小城市芦刈町三王崎３４５番地２９０芦刈保育園

市内の保育園

所在地
（電話番号）

募集人数
幼稚園名

５歳児４歳児３歳児
小城町晴気７９３－１
（☎７３－３０９２）３９人３５人２０人晴 田 幼 稚 園

三日月町三ヶ島８８－１
（☎７３－２６０１）３１人５７人８０人三日月幼稚園

芦刈町道免３９０－１
（☎６６－１２６２）１人７人２０人芦 刈 幼 稚 園

募集人数と願書の提出先



各課からのお知らせ

16

資
源
物
の
収
集
を
行
っ 

て
い
ま
す　
　
　
　
　

　

障
害
者
の
就
労
を
支
援
す
る
た

め
、
通
所
事
業
を
行
う
社
会
福
祉

法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
力
し
、

資
源
物
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
左
記
の
収
集
日
、
時
間
に
は
い

つ
で
も
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
）

【
収
集
日
】

◎
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

《
た
だ
し
、
祝
・
祭
日
、
８
月　
１３

日
～　

日
及
び　

月　

日
～
１
月

１６

１２

２９

５
日
は
除
く
。
》

【
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】

　

牛
津
庁
舎
旧
バ
ス
車
庫

（
牛
津
町
）

　

小
城
消
防
署
北
分
署
南
側
倉
庫

（
小
城
町
）

【
持
ち
込
め
る
資
源
物
】

◎
市
が
毎
週
水
曜
日
に
各
地
区
で

回
収
し
て
い
る
ご
み
分
別
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
資
源
物

◎
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶

◎
容
器
な
ど
は
、
水
洗
い
を
し
、

ラ
ベ
ル
な
ど
は
は
が
し
、
分
別
し

た
も
の

【
問
合
せ
】
高
齢
障
害
福
祉
課

　

障
害
福
祉
係　

担
当　

楠

　

☎　

−

８
８
２
０

７３

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト 

制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

歩
行
が
困
難
な
障
害
者
の
方
な

ど
を
対
象
に
外
出
先
（
公
共
施
設

や
商
業
・
飲
食
施
設
な
ど
）
で
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】

・
身
体
に
障
害
が
あ
り
、
歩
行
が

困
難
な
方

・
高
齢
者
で
歩
行
が
困
難
な
方

・
難
病
な
ど
に
よ
り
歩
行
が
困
難

な
方

・
一
時
的
に
歩
行
が
困
難
に
な
っ

た
方
（
妊
産
婦
、
け
が
を
し
て

い
る
方
な
ど
）

【
利
用
方
法
】
利
用
証
の
交
付
を

　

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

　

佐
賀
県
地
域
福
祉
課　

　

☎　

−

７
０
５
３

２５

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎　

−

３
６
０
０

３０

【
問
合
せ
】
高
齢
障
害
福
祉
課

　

障
害
福
祉
係　

担
当　

楠

　

☎　

−

８
８
２
０

７３

　

月
は
障
害
者
月
間
で
す

１１
　

佐
賀
県
は
、
今
年
度
初
め
て
、

　

月
８
日
か
ら　

月
９
日
ま
で
を

１１

１２

障
害
者
月
間
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
民
誰
も
が
相
互
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う

共
生
社
会
を
目
指
し
、
障
害
者
に

対
す
る
県
民
の
理
解
の
促
進
を
図

る
た
め
で
す
。

　

期
間
中
は
県
内
各
地
で
次
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

・
第
５
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

フ
ォ
ー
ラ
ム　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

in

【
開
催
日
】

　
　

月
８
日（
土
）、
９
日（
日
）

１１
【
場
所
】

　

唐
津
市
民
会
館

【
テ
ー
マ
】

　

「
ど
ん
な
し
ょ
う
が
い
・
難
病

で
あ
っ
て
も
地
域
で
普
通
に
暮
ら

し
た
い
」

【
参
加
費
】

　

両
日
で
５
、
０
０
０
円

　
・
佐
賀
県
精
神
保
健
福
祉
大
会

【
開
催
日
】　

月　

日
（
金
）

１１

２１

【
場
所
】
伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー

【
テ
ー
マ
】　

「
み
ま
も
ろ
う　

み
つ
め
よ
う　

心
の
元
気
！
」

・
障
害
者
作
品
展

【
展
示
期
間
】

　
　

月　

日（
日
）

１１

３０

～　

月
７
日（
日
）

１２

【
場
所
】
ジ
ャ
ス
コ
佐
賀
大
和
店

　
　
　
　

２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

【
問
合
せ
】
高
齢
障
害
福
祉
課

　

障
害
福
祉
係　

担
当　

楠

　

☎　

−

８
８
２
０

７３
あ
な
た
も
農
業
を
は
じ 

め
て
み
ま
せ
ん
か　
　

～　

月
は
『
新
規
就
農
の

１１

推
進
強
化
月
間
』
で
す
～

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
職
業
と
し

て
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
本

格
的
に
農
業
を
始
め
よ
う
と
い
う

方
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
経
験
の
な

い
方
か
ら
の
相
談
も
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　

月
下
旬
に
『
小
城
市
農
業

１１
や
っ
て
み
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開

催
予
定
で
す
。
農
業
に
興
味
が
あ

り
、
将
来
農
業
を
始
め
た
い
と
お

考
え
の
方
、
農
業
を
さ
れ
て
い
る

方
で
も
新
た
に
施
設
野
菜
等
を
始

め
た
い
と
い
う
方
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
小
城
市
の
主
な
推
進
作
物
】

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
い
ち
ご
・
玉
ね
ぎ

【
問
合
せ
・
就
農
相
談
窓
口
】

　

農
林
水
産
課
農
政
企
画
係

（
芦
刈
庁
舎
）

　

担
当　

今
泉
・
西
村

　

☎　

−

８
８
２
０

６３
秋
季
火
災
予
防
月
間
で
す

『
火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て

　

誰
が
す
る
』

※
平
成　

年
度
全
国
統
一
防
火
標

２０

　

語
秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間

　
　

月
９
日（
日
）
～　

日（
土
）

１１

１５

■
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

−

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策−

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
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宅
用
火
災
警
報
機
を
設
置
す
る
。

（
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
設

２２

置
が
義
務
と
な
り
ま
す
。
）

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、

消
防
団
で
は
パ
レ
ー
ド
や
広
報
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
課

　

消
防
交
通
係

　

担
当　

栁
川
・
相
川

　

☎　

−

８
８
１
８

６３

 

　

油
の
流
出
事
故
に 

ご
注
意
を
！　

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
気
温
が
下

が
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
や
ハ
ウ

ス
な
ど
の
農
業
用
施
設
で
ス
ト
ー

ブ
や
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
暖
房
器
具

に
灯
油
や
重
油
な
ど
の
油
類
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

家
庭
用
も
し
く
は
、
農
業
用
の

燃
料
保
管
タ
ン
ク
を
利
用
す
る
際

は
、
給
油
前
に
老
朽
箇
所
の
点
検

を
行
い
、
河
川
や
水
路
へ
の
油
流

出
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◎
油
流
出
事
故
を

な
く
す
た
め
に
は
…

▼
家
庭
用
灯
油
タ
ン
ク
・
農
業
用

重
油
タ
ン
ク
及
び
そ
の
配
管
・

ホ
ー
ス
等
が
劣
化
や
破
損
し
て

い
な
い
か
定
期
点
検
を
行
う
。

▼
給
油
中
は
、
絶
対
そ
の
場
を
離

れ
な
い
。

▼
給
油
が
終
わ
っ
た
ら
、
バ
ル
ブ

を
キ
ッ
チ
リ
閉
め
た
か
確
認
す

る
。

※
油
が
流
出
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

　

誤
っ
て
油
類
を
流
出
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合
や
河
川
・
水
路
な
ど

に
油
が
流
れ
て
い
る
の
を
発
見
し

た
場
合
は
、
消
防
署
ま
た
は
市
役

所
へ
至
急
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
活
環
境
課

　

生
活
環
境
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

山
口
・
川
浪

　

☎　

−

８
８
０
３

７３
下
半
期
の
犬
と
ね
こ
の 

譲
渡
会
開
催　
　
　
　

　

県
で
は
、
新
し
く
犬
や
ね
こ
を

飼
い
た
い
方
及
び
や
む
を
え
な
い

事
情
に
よ
り
、
今
飼
っ
て
い
る
犬

や
ね
こ
を
譲
り
た
い
方
の
た
め
に

　
「
犬
と
ね
こ
の
譲
渡
会
」を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電

話
で
の
事
前
申
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
左
記
の
連
絡
先
へ

問
合
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

衛
生
対
策
課

　

☎　

−
１
９
０
６

３０

佐
賀
県
子
連
『
訪
韓
少 

年
の
翼
』
団
員
募
集
！

【
訪
問
地
】
韓
国　

慶
州
市
、

　

麗
水
市
、
釜
山
市

【
目
的
】
韓
国
の
文
化
を
学
び
、

人
と
の
出
会
い
で
楽
し
い
思
い
出

を
作
ろ
う

【
対
象
者
】

地
域
子
ど
も
ク
ラ
ブ
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
小
学
５
年
生
か
ら
中
学

３
年
生

【
研
修
日
】　

平
成　

年
３
月　

日
（
水
）
か
ら

２１

２５

３
月　

日
（
日
）

２９

【
参
加
費
】　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
で

２１

２９

　

歳
未
満
の
方 
５
７
、０
０
０
円

１２
　

歳
以
上
の
方 
６
４
、０
０
０
円

１２※
そ
の
他
に
団
員
経
費
が
必
要
で

す
。
（
事
前
研
修
時
の
食
事

代
・
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
用

等
）

※
事
前
研
修
が
４
回
、
事
後
研
修

が
１
回
行
わ
れ
ま
す
。

【
募
集
人
員
】　
　

人
５０

【
募
集
締
め
切
り
】

　
　

月　

日
（
金
）

１１

２８

【
主
催
】

　
（
社
）佐
賀
県
子
ど
も
会
連
合
会

※
申
込
用
紙
は
小
城
市
生
涯
学
習

　

課
（
小
城
庁
舎
）
に
あ
り
ま
す
。

　
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

佐
賀
県
子
ど
も
会

　

連
合
会
事
務
局

　

☎　

−

０
６
０
２

２４

場　所時　間日　付

杵藤保健福祉事務所午前１０時～１１／１２（水）

佐賀中部保健福祉事務所午前１０時～１１／２３（日）

唐津保健福祉事務所午前１０時～１１／３０（日）

鳥栖保健福祉事務所午前１０時～１２／７（日）

伊万里保健福祉事務所午前１０時～１２／１４（日）

【譲渡会日程表】
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子
ど
も
の
人
格
形
成
で
は
、
環

境
的
要
因
と
し
て
親
の
養
育
態
度

は
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、
親
の
養
育
態
度
に
つ

い
て
『
発
達
心
理
学
』
の
立
場
か

ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

親
の
養
育
態
度
に
は
①
『
子
ど

も
を
支
配
す
る
』
か
『
子
ど
も
に

盲
従
す
る
』
か
と
②
『
子
ど
も
を

保
護
す
る
』
か
『
子
ど
も
を
拒
否

す
る
』
か
の
二
つ
の
次
元
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
『
厳
格
型
』
―
『
中

庸
（
中
間
）
型
』
―
『
甘
や
か
し

型
』
と
、
『
か
ま
い
す
ぎ
型
』
―

『
中
庸（
中
間
）型
』
―
『
無
視
・

無
関
心
型
』
と
い
う
態
度
類
型
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
型
に
属
す
る
親
は
、

日
常
生
活
で
ほ
と
ん
ど
こ
の
態
度

で
子
ど
も
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
親
の
中
に
は
子
ど
も

の
同
じ
行
動
に
対
し
て
、
こ
れ
ら

の
型
を
一
貫
性
が
な
く
気
分
本
位

で
勝
手
に
変
え
て
用
い
る
『
矛
盾

型
』
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
大
ま
か
に
七
型

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
格
形
成
で
『
望
ま

し
く
な
い
親
の
養
育
態
度
』
と

『
望
ま
し
い
親
の
養
育
態
度
』
が

あ
り
ま
す
。

　

『
望
ま
し
く
な
い
親
の
養
育
態

度
』
と
し
て
は
次
の
三
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

①
『
厳
格
・
甘
や
か
し
・
か
ま
い

す
ぎ
・
無
視
無
関
心
』
の
度
が
過

ぎ
て
い
る
場
合
で
す
。

　

子
ど
も
は
『
自
発
性
が
乏
し
く

服
従
的
に
な
り
、
社
会
性
が
消
極

的
に
な
る
・
独
立
心
が
少
な
く
な

り
、
反
抗
性
が
強
く
な
る
・
幼
児

的
で
依
存
的
に
な
り
、
嫉
妬
心
が

強
く
な
る
・
落
ち
着
き
が
な
く
不

安
が
強
く
、
人
の
注
意
を
引
く
こ

と
が
多
く
な
る
』
と
い
う
行
動
傾

向
が
強
く
な
り
ま
す
。

②
『
矛
盾
型
』
で
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
親
の
養
育
態

度
に
一
貫
性
が
な
い
の
で
、
い
つ

叱
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
に
、

い
つ
も
緊
張
し
て
落
ち
着
き
が
な

く
情
緒
的
に
不
安
定
に
な
り
ま
す
。

　

勉
強
や
遊
び
な
ど
で
も
集
中
力

に
欠
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

③
『
父
母
の
養
育
態
度
が
一
致
し

て
い
な
い
場
合
』
で
す
。

　

不
一
致
が
極
端
な
ほ
ど
、
子
ど

も
の
不
安
定
さ
は
高
く
な
り
、
両

親
の
顔
色
を
う
か
が
い
な
が
ら
の

生
活
が
続
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

行
動
傾
向
は
家
庭
だ
け
で
な
く
社

会
で
も
出
ま
す
。

　

親
は
『
厳
格
』
『
甘
や
か
し
』

『
か
ま
い
す
ぎ
』
『
無
視
・
無
関

心
』
な
ど
の
度
が
過
ぎ
な
い
よ
う

に
、
ま
た
『
矛
盾
型
』
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
中
に
は
「
私
は
度
が

過
ぎ
た
極
端
な
方
が
ハ
ッ
キ
リ
し

て
い
て
い
い
で
す
。
こ
れ
は
私
の

ポ
リ
シ
ー
で
す
。
変
え
ま
せ
ん
」

と
い
う
人
が
あ
り
、
態
度
を
変
容

す
る
こ
と
は
困
難
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

『
望
ま
し
い
親
の
養
育
態
度
』

は
『
中
庸
（
中
間
）
型
』
で
す
。

　

親
は
、
日
常
生
活
で
必
要
な
時

に
は
①
子
ど
も
に
厳
し
く
当
た
り
、

動
作
を
し
つ
け
ま
す
。
人
の
物
を

勝
手
に
盗
ん
だ
り
、
嘘
を
つ
い
た

時
に
は
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
ダ
と

理
屈
ぬ
き
で
教
え
ま
す
。
②
子
ど

も
が
親
に
優
し
さ
を
求
め
て
き
た

時
に
は
、
甘
や
か
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
を
愛
し
く
感
じ
た

と
き
に
は
可
愛
が
り
ま
す
。
③
子

ど
も
が
身
の
回
り
の
こ
と
を
グ
ズ

グ
ズ
と
し
て
い
る
時
に
、
教
え
る

こ
と
を
含
め
て
、
か
ま
っ
て
あ
げ

ま
す
。
④
子
ど
も
が
自
分
で
自
発

的
に
何
か
を
試
み
よ
う
と
し
て
い

る
時
に
は
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
ま

す
。
ま
た
、
不
適
切
な
こ
と
を
し

た
時
に
は
無
視
を
し
て
罰
を
与
え

る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
親
の
養
育
行
動
・
態

度
は
、
日
々
よ
く
見
か
け
る
普
通

の
こ
と
で
す
。
適
切
に
対
応
し
ま

し
ょ
う
。

　

以
前
に
も
提
示
し
ま
し
た
が

『
親
の
基
本
的
な
態
度
』
を
３
点

挙
げ
ま
す
。

①
そ
の
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
行
動
を
認
め
、
褒
め
た
り
励

ま
す
こ
と
。

②
不
適
切
な
良
く
な
い
行
動
を
し

た
時
に
は
、
制
止
や
注
意
や
叱
責

を
す
る
こ
と
。

③
し
つ
け
の
基
準
を
両
親
で
決
め

て
、
一
貫
性
を
保
つ
こ
と
。

　

論
語
の
先
進
篇
に
「
過
猶
不
及

也
―
過
ぎ
た
る
は
な
お
及
ば
ざ
る

が
ご
と
し
」
（
過
ぎ
て
も
い
け
な

い
、
足
り
な
く
て
も
い
け
な
い
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
像
が
理

想
で
す
）
と
あ
り
ま
す
。

　

親
の
養
育
態
度
は
や
は
り
、

『
中
庸
（
中
間
）
型
』
が
望
ま
し

い
で
す
ね
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
親
の
養
育

態
度
と
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
の
先
生
方
と
の
共
通

理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
な
お
さ
ら
い

い
で
す
ね
。

　

親
の
養
育
態
度
も
、
先
生
の
教

育
態
度
も
極
端
に
偏
ら
な
い
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。

　

次
回
の
最
終
回
は
二
月
の
掲
載

予
定
で
す
。

　

参
考
に
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の 

 

〜
親
の
養
育
態
度
〜

第
13
回

ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー 

子ども支援センター長
 別頭 　道明
べっとう
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平成20年度

12月４日～10日は「人権週間」です

平成20年度

ピアノ演奏

弓削田健介さん
（作曲家）

入場無料

と　き　12月６日（土）
　　　　　13：00　開　場　
　　　　　13：30　開　演　
ところ　小城市生涯学習センター
　　　　　（ドゥイング三日月）

手話通訳
要約筆記あり

　へその緒がテーマの絵本「つながっ
てる」の原作者草場一壽さんの詩に、
弓削田健介さんがメロディーをつけま
した。
　草場さんの講話に弓削田さんの弾き
語りと副田さんの絵本朗読で、いのち
の大切さ、尊さを伝える講演会です。

演題

「みんなつながってる」

講　話　草場一壽さん
（陶彩画家・絵本作家）

かずひさ そえだくさば

ゆ げ た けんすけ

朗　読　副田ひろみさん
（フリーアナウンサー）

主催：小城市  小城市教育委員会　小城市社会人権・同和教育推進協議会
【問合せ】　市民課　人権・同和対策室（小城庁舎）　担当　秋野・円城寺　☎73-8800
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 第３回

参加者募集！ 
野外活動を通しての自然体験、親子の共同作業によるふれあいの機会、 
他家族との交流の場等を提供することで、青少年の健全育成を図ります。

期　　日　１１月２９日（土）１３時～１１月３０日（日）１１時３０分
場　　所　三日月野外研修センター　現地集合現地解散　駐車場有り
参加対象　小城市在住の親子　先着３０人（子どもは原則として小学生）
参 加 費　１人　１，５００円
携 行 品　野外で活動のできる服装、タオル、着替え、帽子、水筒、筆記用具、常備薬、毛布
申込方法　１１月２１日（金）までに下記の連絡先まで電話にてご連絡ください。定員になり次

第締め切ります。（住所・氏名・電話番号等をお尋ねします。）
申 込 先　小城市教育委員会　生涯学習課　古川　☎７３－８８０８
活動内容　野外体験等を予定しています

＊雨天時は、プログラムを変更することがあります。画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
【問合せ】生涯学習課　社会教育係（小城庁舎）担当　小柳・下川・古川　☎７３－８８０８

平成20年度

「小城市少年の声」大会と
教育講演会

小城市の小・中学生の声に耳を傾けてください！

と　き　11月15日（土）午前 9時～11時30分
ところ　小城市生涯学習センター (ドゥイング三日月）
少年の声大会　出場者　市内各学校代表の児童・生徒　
　　　※当日は善行表彰も行います。

講演会　講　師　吉木知也　さん
　　　　　　　　　　　（佐賀市教育委員会学校教育課参事）

　　　　演　題　「未来へ乾杯！」
主催 /小城市青少年育成市民会議　　後援 /小城市教育委員会

【問合せ】　小城市青少年育成市民会議事務局（生涯学習課内）担当　古川・小柳・下川
　　　　　☎73-8808　　FAX73-8812

親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教親子ふれあい教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
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小城市パソコン教室（小城会場）開催のお知らせ

●主　　管　　小城公民館
●講　　師　　株式会社　佐賀電算センター講師
●開催場所　　小城公民館（研修室１）
●対　　象　　１８歳以上の小城市民
●定　　員　　各コース２０人　※定員を超えた場合は抽選とし、結果を通知します。
●受 講 料　　１コース１人２，０００円
●受講時に必要なもの　　筆記用具
●募集期間　　１１月１７日（月）から１１月２５日（火）まで
●申込方法　　申込書に必要事項を記入し、小城公民館までお持ちいただくか郵送（募集期間最終日の消

印まで有効）又はＦＡＸ（７３－２０７７）いずれかの方法でお申し込みください。
　　　　　　　※電話での申し込み及び募集期間以外は受付けませんのでご注意ください。
●問合せ先　　小城公民館　田中　☎７３－３２１５　

キリトリ線

小城市パソコン教室（小城会場）　　申込書

公民館記入欄　　　　－電話
番号

魁ふりがな

氏　　名

受付日小城市　　　　　　　町　　　　　　　番地　　　　住　　所

受付者
①ワード初級コース　　②ワード応用コース　③エクセル初級コース
④エクセル応用コース　⑤デザインコース　　⑥インターネットコース
希望コースを○で囲んでください。

希　　望
コ　ー　ス

　※本申込書により知り得た個人情報は、パソコン教室運営以外には使用いたしません。

回　数時　間開　催　期　間コ　ー　ス

内　　　　　容

６回１４：００～１６：００平成２１年１月１３日～１月２９日（毎週火・木）①ワード初級コース

　パソコン初心者向き　Wordの基本操作や表を使った文書作成など

６回１４：００～１６：００平成２１年２月３日～２月１３日（毎週火・木・金）②ワード応用コース

　図形を多用した応用文書の作成（新聞・ポスターなど）、印刷

６回１４：００～１６：００平成２１年１月１４日～１月３０日（毎週水・金）③エクセル初級コース

　パソコン初心者向き　Excelの基本操作、計算式や関数を使った表作成など

６回１９：３０～２１：３０平成２１年２月３日～２月１３日（毎週火・木・金）④エクセル応用コース

　関数を使った請求書の作成、印刷など

６回１９：３０～２１：３０平成２１年１月１３日～１月２９日（毎週火・木）⑤デザインコース

　デジタルカメラからの画像の取り込み方法や加工方法等の習得及びデジタルカメラの写真を利用しての年
　賀状作成など　※デジタルカメラは必要ありません

６回１９：３０～２１：３０平成２１年１月１４日～１月３０日（毎週水・金）⑥インターネットコース

　インターネットを利用したホームページ検索やEメール操作の習得など
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９
月　

日
（
日
）
小
城
町
江
里

１４

山
で
は
、
「
親
子
の
絆
作
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
昔
か
ら
伝
承
さ

れ
て
き
た
食
べ
物
作
り
や
、
農
業

体
験
を
行
い
、
親
子
の
絆
を
深
め

る
も
の
で
す
。

　

５
月　

日
に
引
き
続
き
、
今
回

１１

は
第
２
回
目
の
開
催
で
、
江
里
山

の
伝
承
的
な
加
工
食
品
の
コ
ン

ニ
ャ
ク
作
り
と
、
稲
の
刈
り
取
り

か
ら
陰
干
し
ま
で
の
農
業
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
体
験
の
後
は
、
親

子
の
参
加
者
全
員
で
観
賞
広
場
で

の
そ
う
め
ん
流
し
も
楽
し
み
ま
し

た
。

 

小
城
町
江
里
山
で

「
親
子
の
絆
作
り
」

　

９
月　

日
、
小
城
ロ
ー
タ
リ
ー

１７

ク
ラ
ブ
（
服
巻
芳
史
会
長
）
よ
り
、

バ
ス
タ
オ
ル
計　

個
を
寄
贈
し
て

４５

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
城
・
三
日
月
地
区

で
寝
た
き
り
高
齢
者
を
介
護
し
て

お
ら
れ
る
家
庭
に
毎
年
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

代
表
と
し
て
小
城
町
の
馬
渡
ク

ニ
エ
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

小
城
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
高
齢
者

に
バ
ス
タ
オ
ル
を

寄
贈

　

９
月　

日
、
天
山
山
頂
で
「
天

１９

山
祈
念
碑
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
天
山
山
頂
に
郷
土
の
平

和
や
発
展
、
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て

碑
を
建
て
た
故
・
千
葉
清
治
郎
氏

の
遺
志
を
大
切
に
し
、
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
天

山
山
頂
か
ら
、
有
明
海
、
阿
蘇
山
、

雲
仙
岳
の
眺
望
が
す
ば
ら
し
く
、

参
加
者
は
実
り
の
秋
の
到
来
と
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

 

天
山
祈
念
碑
祭

　

小
城
市
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
育
児
サ
ー
ク
ル

で
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

桜
楽
館
の
な
か
よ
し
広
場
で
は
、

９
月　

日
に
、
ア
イ
ル
の
４
つ
の

１９

育
児
サ
ー
ク
ル
は
合
同
で　

月
７

１０

日
に
運
動
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ぶ
ら

ん
こ
さ
ん
や
母
子
保
健
推
進
員
さ

ん
、
牛
津
高
校
生
な
ど
の
協
力
の

も
と
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
保

護
者
が
参
加
し
て
一
緒
に
走
っ
た

り
、
玉
入
れ
を
し
た
り
し
て
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 

育
児
サ
ー
ク
ル

運
動
会
開
催
！

なかよし広場運動会（桜楽館）

アイル育児サークル運動会
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岡
山
神
社
（
小
城

　

町
）
で
竹
刀
供
養

　
　

月　

日
（
土
）
、
小
城
町

１０

１１

の
岡
山
神
社
で
剣
道
を
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
、
剣
士
が
愛
用
し
た

竹
刀
に
感
謝
を
さ
さ
げ
る
「
竹

刀
供
養
」
が
行
わ
れ
、
地
元
の

剣
士
ら
約
１
０
０
人
が
、
長
年

使
用
し
た
竹
刀
を
燃
や
し
、
剣

道
の
上
達
を
祈
願
し
て
お
祓
い

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
城
市
剣
道
連
盟

（
三
宮
一
宏
会
長
）
が
毎
年

行
っ
て
い
る
行
事
で
、
小
城
鍋

島
初
代
藩
主
、
元
茂
公
が
柳
生

新
陰
流
の
剣
の
達
人
で
、
同
社

が
貴
公
を
祀
る
こ
と
か
ら
こ
の

催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
か
が
り
火
が
境
内

を
照
ら
す
中
、
道
場
な
ど
に
通

う
小
・
中
学
生
や
そ
の
家
族
が
、

折
れ
た
竹
刀
に
願
い
を
書
き
入

れ
、
火
の
中
に
投
じ
た
後
、
小

城
柳
生
新
陰
流
形
の
披
露
や
奉

納
試
合
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

小
城
市
人
材
誘
致

　

認
定
第
１
号
の 

　

故
・
中
溝
賢
三
氏

　

の
遺
作
が
寄
贈

　

平
成　

年
に
人
材
誘
致
認
定

１５

第
１
号
と
し
て
小
城
町
に
「 
無 む

 
境 

き
ょ
う 
窯 
」
を
建
設
さ
れ
た
、
陶

が
ま

芸
家
（
古
唐
津
焼
）
の
中
溝
賢

三
氏
が
今
年
２
月
に
他
界
さ
れ

ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
遺
族
が
江
里
口

２５

市
長
を
訪
れ
、
遺
作
の
抹
茶
碗

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
は

「
と
て
も
貴
重
な
作
品
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
、

氏
の
想
い
を
大
切
に
し
た

い
。
」
と
述
べ
感
謝
の
意
を
伝

え
ま
し
た
。
作
品
は
市
立
歴
史

資
料
館
（
桜
城
館
）
２
階
に
て

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

山
の
分
校
で
天
山

　

自
然
塾
が
開
催

　

９
月　

日
（
土
）
、
晴
田
小

２０

学
校
川
内
分
校
に
て
天
山
自
然

塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
｢
紙
と

遊
ぼ
う
｣
で
す
。
み
ん
な
で
紙

す
き
体
験
と
ピ
ザ
づ
く
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

失
敗
を
重
ね
な
が
ら
も
、
近

く
で
採
っ
た
秋
の
花
や
山
野
草

を
す
き
込
む
な
ど
、
親
子
で
思

い
思
い
の
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

昼
食
に
は
、
新
た
に
出
来
上

が
っ
た
手
作
り
の
パ
ン
窯
を
利

用
し
、
初
窯
の
「
火
入
れ
式
」

を
行
っ
た
後
、
ピ
ザ
を
焼
き
ま

し
た
。

　

江
里
口
市
長
、
秋
丸
･
森
永

両
副
市
長
も
訪
問
し
、
出
来
上

が
っ
た
ピ
ザ
を
み
ん
な
で
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
は　

月　

日

１１

１５

（
土
）
「
木
と
遊
ぼ
う
」
を

テ
ー
マ
に
木
工
教
室
を
開
催
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

天
山
も
の
づ

　

く
り
塾　

事
務
局

　

☎
０
９
０−

８
６
２
８−

２
３
４
７

　

小
城
建
設
業
協
会
（
諸
富
公

昭
会
長
、
前
山
邦
敏
副
会
長
）

は
日
頃
か
ら
の
防
災
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
「
減
災
・

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

さ
れ
、
今
村
統
嘉
教
育
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
普
段
か
ら

災
害
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
注

意
し
て
お
き
た
い
こ
と
、
そ
し

て
万
一
災
害
が
起
き
た
と
き
の

対
処
法
な
ど
「
備
え
の
情
報
」

を
ま
と
め
た
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
各
小
中
学

校
の
授
業
で
参
考
書
と
し
て
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

「
減
災
・
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
が

寄
贈

　

９
月　

日
（
土
）
～　

日

１３

１４

（
日
）
（
１
泊
２
日
）
、
三
日

月
野
外
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て

「
第
２
回
親
子
ふ
れ
あ
い
教

室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

に
は
、
前
回
を
超
え
る　

家
族

１１

　

人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
芦

３１刈
町
で
の
干
潟
体
験
や
、
夜
の

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
、
枯
葉

や
枯
れ
木
を
利
用
し
た
親
子
ク

ラ
フ
ト
な
ど
で
２
日
間
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
は　

月　

日

１１

２９

（
土
）
・　

日
（
日
）
で
す
。

３０

（
関
連
記
事　

Ｐ
）

２０

 

第
２
回
親
子
ふ
れ

　

あ
い
教
室
開
催
！

故・中溝賢三氏
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～
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品 に

つ
い
て
～

　

小
城
市
民
病
院　

薬
剤
師　

田
中　

英
樹

　

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と
い
う
言
葉
は
、
最

近
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

り
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
達
の

仕
事
を
し
て
い
る
中
で
も
、
患
者
様
か
ら
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

お
医
者
さ
ん
か
ら
処
方
し
て
も
ら
う
薬
に
は
、
新

薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

発
医
薬
品
）
が
あ
り
ま
す
。
新
薬
の
多
く
は
、
開
発

能
力
の
高
い
、
大
手
製
薬
会
社
で
製
造
さ
れ
ま
す
。

そ
の
新
薬
が
発
売
さ
れ
、
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
他

の
製
薬
会
社
で
、
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
受
け
て
、

同
一
の
成
分
、
同
一
の
規
格
等
で
発
売
さ
れ
た
医
薬

品
の
こ
と
を
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と
い
い
ま

す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
な
ぜ
安
い
の
で
す
か
？

　

新
薬
が
発
売
さ
れ
る
ま
で
に
は
、　

～　

年
の
年

１０

１５

月
と
、
１
５
０
～
２
０
０
億
円
ほ
ど
の
莫
大
な
開
発

経
費
が
か
か
る
の
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
す
で
に
、
有
効
性
、
安
全
性
が
認
め
ら
れ
た

成
分
で
あ
る
た
め
、
発
売
さ
れ
る
ま
で
に
３
年
ほ
ど

で
す
む
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

お
薬
の
値
段
が
、
２
～
７
割
程
度
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
、
医
療
費
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
薬
の
価
格
が
２
～
７
割
で
あ
り
、
薬
局
窓
口
で
、

総
支
払
い
額
が
２
～
７
割
減
る
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

他
に
技
術
料
等
が
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
薬
剤
師
に

十
分
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
有
効
性
、
安
全
性
、
普

及
率
に
つ
い
て

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
も
、
新
薬
と
同
様
に
品
質

や
安
全
性
の
規
定
を
守
っ
て
、
製
造
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
有
効
成
分
は
同
じ
で
あ
っ

て
も
、
添
加
物
、
製
造
過
程
に
違
い
が
あ
る
た
め
、

効
果
、
副
作
用
発
現
頻
度
に
違
い
が
出
て
く
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
発
医
薬
品
よ
り
も
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ほ
う
が
、
製
造
改
良
さ
れ
て
優

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
欧
米
で
は
、
保
険
制

度
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
率
が　

～　

％
で
あ
る
の
に
対
し
て
日
本
で

５０

６０

は　

％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

１７
薬
品
が
普
及
す
る
に
あ
た
り
、
信
頼
性
の
高
い
デ
ー

タ
が
集
め
ら
れ
評
価
が
定
ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。

●
最
後
に

　

わ
が
国
の
医
療
費
は
、
年
間　

兆
円
を
超
え
、
な

３０

お
も
増
大
し
て
お
り
ま
す
。
国
は
医
療
費
を
抑
制
す

る
た
め
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
平
成　

年
４
月
よ
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

２０

品
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
院
外
処
方
せ
ん
の
形
式

が
変
わ
り
、
処
方
せ
ん
の
中
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
変
更
不
可
の
欄
が
設
け
ら
れ
、
医
師
の

チ
ェ
ッ
ク
が
な
け
れ
ば
調
剤
薬
局
に
お
い
て
、
患
者

様
の
同
意
を
得
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
大
切
な
の
は
、
費
用
の
面
だ
け
で
な
く
、
か
か

り
つ
け
の
薬
剤
師
に
薬
の
内
容
に
つ
い
て
十
分
説
明

を
受
け
、
納
得
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
も
ら

う
こ
と
で
す
。
慢
性
的
な
病
気
（
糖
尿
病
、
高
血
圧

な
ど
）
で
、
毎
月
の
お
薬
代
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
て

い
る
方
は
、
一
度
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
か
薬
剤
師

に
相
談
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

時間外受診の方へ
　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話で宿日直医師の担当診療科をお問合せください。
　専門外の疾病の場合は、診療できませんのでご了承ください。　
【問合せ】小城市民病院　緯７３－２１６１　　ホームページ・アドレス　http://www.ogishimin-hp.jp/

小城市乳がん検診の実施のお知らせ
　小城市民病院で、１１月から小城市の健康増進事業の一環として、小城市内にお住まいの４０才以上の女性を
対象とした乳がん検診が受けられるようになりました。
　検診内容は視触診とマンモグラフィーです。　
　料金は、以下のとおりです。
　　・４０才以上５０才未満　　２，２００円
　　・５０才以上　　　　　　１，７００円
　　・後期高齢者保険証をお持ちの方は無料です。

　検診は予約制となっていますので、事前にお電話ください。
　当院のマンモグラフィーは基本的に女性のスタッフが行います。
　乳がん検診は、自覚症状の無い早期がんを発見するためにとても重要です。この機会に、乳がん検診をお
受けになられてはいかがでしょうか？
予約受付電話番号　☎７３－２１６１　　担当：古川・力武
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ななるるほほどど

 だまされない　ともちゃん

多重債務・訪問販売・電話勧誘販売・消費者契約などのトラブル

消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままま消費生活相談を受付けていますすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。
困ったときは早めにご相談ください。
消費生活専門相談員による相談を

毎週 月・水・金曜日（10：00～16：00）
電話・面談にてお受けします。

相談専用電話　☎７２－５６６７
市民課　消費生活相談係（小城庁舎）担当　秋野・円城寺

緯７３－８８００　内線２１４４

困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
！！

ま
ず
は
電
話
で
相
談
し
て
ね
！

友人に誘われ投資、
誰かを勧誘すれば
紹介料ももらえる。

ひとことアドバイス

１．「出資をして人を紹介すれば、高額な配当のほかに紹介料も入る。」
とのうたい文句で勧誘して出資金を募る手口です。

　　このようなしくみの投資話は、違法の可能性が高く、そもそも信用で
きません。契約するのは、やめましょう。

２．親しい人から勧められてもきっぱりと断りましょう。
　　自分が被害者になるばかりではなく、人を誘うことで刑事罰に問われ
ることもあります。

３．心配なときは、下記の消費生活相談にご相談ください。

  相談事例
　友人から「アメリカの投資会社に１０００ドル投
資すれば、週に８０ドルの配当が４０週間もらえ
る」、さらに「誰かを勧誘すれば紹介料ももら
える」と勧められた。
　よい話だと思い、日本の代行会社に、約１２万
円を振り込んだ。
　配当金の請求はインターネットでできるとの
ことだったが、受け取りの手続きができない。
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清水竹灯り清水の滝と紅葉のライトアップ
　みなさんも竹灯篭に火を灯しませんか？期間
中１６：００から清水の滝でお待ちしております。
◇日時　１１月１５日（土）～１１月２４日（月・休）　
　　　　１８：００～２１：３０
◇場所　清水の滝周辺
◇シャトルバス
　期間中の土日祝日はシャトルバスをご利用く
　ださい。
　（運転日：１１/１５、１１/１６、１１/２２、１１/２３、１１/２４）
　片道１００円（小学生以下無料）
【運行時刻表】
《行き》

《帰り》

◇同時イベント
　ドウドウコンサート　１１月２２日（土）１８：３０～
　清水の滝そば特設会場　
　演奏　シャナ（オカリナ＆ギター）

【問合せ】清水の滝ライトアップ実行委員会
　　　　　（小城市役所商工観光課内）
　　　　　☎73－8813

小城市牛津産業まつり開催！
～「西の浪花の復活祭」～

◇日時　１１月９日（日）　９：００～１６：００
◇場所　牛津商店街周辺（旧長崎街道沿）
　　　　セリオ広場・牛津赤れんが館
◇内容　ステージイベント
　　　　クイズ抽選会
　　　　林あさみ美　歌謡ショー　　ほか
※同時開催：大フリーマーケット、牛津高校文
化祭、少年柔道・剣道大会
※当日は、小城市市政功労者表彰も行われます。
【問合せ】小城市牛津産業まつり実行委員会
　　　　　☎66－0222

第６回しあわせ体感！
福祉のまちづくりin小城

◇日　時　１１月１６日（日）　９：３０～１５：３０
◇場　所　ドゥイング三日月
　　　　　（小城市生涯学習センター）
　　　　　多目的ホール及びふれあい広場
◇内　容　基調講演
　　　　　「お互いさまの地域づくり」
　　　　　講師：秋山　千潮氏
　　　　　（佐賀市勧興公民館館長）
　　　　　災害食の試食コーナー
　　　　　ステージコンサート　他
◇参加費　無料
【問合せ】　
　小城市社会福祉協議会　地域福祉企画課
　担当　大坪・原　☎73－2700

清水着ほたるの
郷前

市役所前
バスセンター

小城公園
（小城高校南）

１７：４５１７：３６１７：３２１７：３０

１８：３０１８：２１１８：１７１８：１５

１９：１５１９：０６１９：０２１９：００

２０：００１９：５１１９：４７１９：４５

２０：４５２０：３６２０：３２２０：３０

小城公園着
（小城高校南）

市役所前
バスセンター

ほたるの
郷前清水

１８：５５１８：５３１８：４９１８：４０

１９：４０１９：３８１９：３４１９：２５

２０：２５２０：２３２０：１９２０：１０

２１：１０２１：０８２１：０４２０：５５

２１：５５２１：５３２１：４９２１：４０

第４５回牛津高校文化祭開催
～☆君輝くそして青春☆one love one heart!!～
◇日時　１１月９日（日）９：００～１５：００（１日目）
　　　　１１月１０日（月）８：５０～１２：５０（２日目）
◇場所　牛津高等学校
◇内容
（１日目）
〇食物バザー・煎茶接待・手浴実演・服飾等の家
　庭科の学習発表、作品販売
〇文化部・家庭クラブ等による作品展示、活動発表
※牛津産業祭での家庭科の展示・発表（赤れん
が館）、なぎなた部・ジャンベ部の出演（メ
インステージ）も予定しています。　

（２日目）
〇各学科・文化部・家庭クラブの作品展示、活動
　発表等（１０：４０まで）
〇ステージ発表
【問合せ】牛津高等学校　小城市牛津町牛津２７４番地
　　　　　☎66－1811

→ → →

→ → →
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Consultation
各　種　相　談

時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎　月
第１火曜日行政相談

人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター

毎　月
第２火曜日

小城町　桜楽館毎　月
第３火曜日

牛津公民館毎　月
第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室

毎　月
第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室
毎　月
第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム

毎　月
第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室

毎　月
第３水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室

毎　週
月・水・金曜日

消費生活
相　　談
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有明佐賀空港東京路線増便！！
１日４往復でさらに便利！

１１月の運航ダイヤ
●東京便　
　【佐賀】⇨【東京】　　【東京】⇨【佐賀】
　６：５０　　８：２０　　７：３５　　９：３５
　１０：１０　　１１：４０　　１２：００　　１４：００
　１４：３５　　１６：０５　　１６：２５　　１８：２５
　１９：００　　２０：３０　　１８：２０　　２０：２０
●大阪便
　【佐賀】⇨【大阪】　　【大阪】⇨【佐賀】
　９：２０　　１０：３０　　７：２５　　８：５０
　１７：２０　　１８：３０　　１５：２５　　１６：５０

【問合せ】
　佐賀県空港・交通課　☎25－7104

人のうごき 人のうごき 
平成２０年１０月１日現在（前月比）

46,670人
22,088人
24,582人
14,680　

人　口 

男 

女 

世帯数 

（＋41）

（＋14）

（＋27）

（＋18）

住民基本台帳 
にもとづく 

２００９年１月、上場会社の株券が
電子化されます

●株券電子化により、上場会社の株券は無効と
なり、株主の権利は証券会社などの金融機関
の口座で電子的に管理されます。
●お手元の株券が本人名義になっていない場合
は、電子化により株主としての権利を失うお
それがありますので、注意が必要です。ご自
宅のタンスや貸金庫で長期間保管されている
株券の中には、名義書換や転居の際の住所変
更などが済んでいないものもあると考えられ
ますので、この機会にご確認されることをお
勧めします。
●株券電子化により、株式の管理や取引がより
効率的に、より安全に行えるようになります。
【問合せ】
　日本証券業協会証券決済制度改革推進センター
　☎03－3667－4500
　（平日９：００～１７：００）

「女性の人権ホットライン」強化週間
◇実施期間　１１月１７日（月）～１１月２３日（日）
　　　　　　までの７日間
◇開設時間　８：３０～１９：００
　（ただし土・日曜日は１０：００～１７：００）
◇電話番号　☎0570－070－810（全国共通）
　ＰＨＳ・ＩＰ電話からは、接続できません。
◇相談担当者　人権擁護委員、法務局職員
　女性をめぐる様々な人権問題についての相談
窓口です。相談は無料で、秘密は固く守られま
すのでひとりで悩まずお気軽にご相談ください。
　なお、この強化週間以外は上記の番号で月～
金の８：３０～１７：１５（祝日・年末年始除く）に
相談を受け付けています。
【問合せ】
　佐賀地方法務局　☎26－2148（人権擁護課）

佐賀県（地域別）最低賃金が改正されます

平成２０年１０月２５日から　時間額　６２８円
　佐賀県産業別最低賃金のうち一般機械器具製
造業関係、電気機械器具製造業関係最低賃金に
ついては、改正審議中です。
　なお、陶磁器・同関連製品製造業最低賃金（時
間額６２６円）は改正されず、佐賀県最低賃金を下
回ることになりますので、陶磁器・同関連製品製
造業につきましては、佐賀県最低賃金が適用に
なります。　ご注意下さい。
【問合せ】佐賀労働局労働基準部賃金室
　　　　　☎32－7179
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小城市市民憲章小城市市民憲章
　小城市は、秀峰天山と有明の海、田園に恵まれ、伝統、文化、自然と調和

のとれた美しいまちです。

　私たちは、小城市民であることに誇りと自覚と責任を持ち、平和を願い、

未来へ向かって前進するまちを築くため、この憲章を定めます。

　一　豊かな自然を大切にし、環境にやさしいまちにします。

　一　歴史と伝統を受け継ぎ、教養を高め、文化を創造するまちにします。

　一　健やかな心と体をつくり、福祉の充実したまちにします。

　一　働くことに喜びと誇りを持ち、活力あるまちにします。

　一　思いやりの心を持ち、認め合い笑顔が輝くまちにします。

（平成１９年４月１日制定）

（
毎
月
５
日
、
２
０
日
発
行
）

実りの秋到来！
　　　～五穀豊穣を願う

岩蔵天山神社（小城町）

内砥川八幡神社（牛津町）

この他にも市内の神社では収穫に関する神事が行われました。


